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「動物生態学　」

改善するべき点

担当教官のコメント

・毎回の小テスト。わかりやすい説明。�

・動物生態学の新しい切り口。�

・おもしろかった。

回答率が悪すぎて、コメントのしようがありません。ただ、授業の最初に「盛りだくさんの内容なので早口になる。わ

からねば、いつでも質問をして、授業を止めてかまわない」と説明しました。また、毎回の授業前、手近な学生に「授業

が速すぎる」かどうかも尋ねてもいます。10回の授業中、そして毎回の授業後にも「速い」というクレームは付きません

でした。それにもかかわらず、「速すぎる」という感想を書かれたのは、2年生以上になっていても、まだ、教官に対して

直接意思表示をしづらい学生がいたのかもしれません。内容が理解できているならば「速い授業」にがんばって付いてき

てもらいたいのですが、「理解できない」ならば、授業速度を落とさねばならないと思いました。ただ、その判断は簡単

ではありません。なお、授業後に、何人かの学生から色々質問を受けた点は評価しています。また、最後の試験の時に、

解答用紙の裏にたくさん感想を書いてもらいました。参考になる意見も多く、次回に生かすつもりです。この場を借りて

お礼申し上げます。

・話す時間にもう少し余裕を持ってほしかった。�

・進むのが早い。�

・早すぎる。

良い 普通 良くない

4 01

興味深さ

良い 普通 良くない

4 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

0 23

話し方・速度

良い 普通 良くない

2 03

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

1 04

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

3 02

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

3 02

あなた自身の
満足度

338

良かった点


